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１．はじめに 

第 1回の設工認申請においては、事業変更許可申請書との整合を示すことを目的に、基

本設計方針の記載の一部に、具体的な仕様値や評価式を記載しているものがある。これ

らについては、設備の具体的な仕様として仕様表に記載する、もしくは、具体的な評価

手法として添付書類で説明することが適切と思われるものも存在する。このため、設工

認図書の基本設計方針、仕様表、添付書類（説明書）のそれぞれに、どのような事項を

記載するべきか再整理を行った。 

２．第一回設工認申請書における基本設計方針の記載内容 

基本設計方針については、事業変更許可申請書との整合及び技術基準規則への適合の

観点で、事業変更許可申請書本文及び添付書類（再処理施設 添付書類六、加工施設 

添付書類五）で示した設計方針に係る事項を整理して記載した。 

仕様表については、発電炉の別表第二での要目表記載事項を参考として、仕様表として

示すべき事項を整理して記載した。また、既認可で仕様表に記載していた項目のうち、

機能・性能を示すものではない記載項目については、仕様表ではなく基本設計方針等に

記載することとした。このため、基本設計方針の記載の一部に、仕様を示す値や、評価

を示す式が記載されることとなった。 

３．基本設計方針、仕様表、各説明書で記載すべき事項の整理 

上記の状況を踏まえ、基本設計方針、仕様表、各添付書類（説明書）のそれぞれにおい

て、何が記載されるべき事項であるかについて整理した。 

＜基本的な考え方＞ 

設工認申請書の基本設計方針は、事業変更許可申請書との整合及び技術基準規則への

適合の観点で、詳細設計に展開する基本的な設計方針（事業変更許可申請書の基本設計

を前提とし、一部詳細設計を踏まえて詳細化）として整理するものであると考える。こ

のため、基本設計方針では、設備の設計方針を記載する。 

設工認申請書の仕様表は、上記の設計方針を踏まえた詳細設計の結果を踏まえ、設置す

る設備の詳細仕様を記載することが相応しいと考える。このため、構造・強度、機能・

性能に係る仕様等の値は、仕様表に記載すべき事項と考える。 

ただし、機能、性能に係る仕様の値ではないが、事業変更許可申請書との整合の観点か

ら設計上担保すべき仕様（例えば、再処理工程、加工工程の生産能力等）については、

基本設計方針に記載するものと整理する。 

設工認申請書の添付書類は、設備の構造・強度や機能・性能等の要求事項を満足するこ

とを説明するための資料となるものである。このため、添付書類には、これらの説明に

必要となる評価の内容、判定基準、入力や前提となる条件等が記載すべき事項と考える。 
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第 1回申請（濃縮の第 4次申請を含む）の基本設計方針に対し、機能、性能の仕様に関

係する値等の観点で該当する記載を抽出し、上記の基本的な考え方をもとに記載すべ

き箇所の整理を行った。 

項目 基本設計方針での記載事項 記載すべき箇所の整理 

臨界 ①取り扱う核燃料物質の性状（濃、Ｍ）

②実効増倍率の判断基準（0.95 等）（再、Ｍ）

➂設備ごとの濃縮度、減速度等の核的制限値、単一

ユニット相互間で確保する距離（濃）

・①、②施設設計上の共通的な条件であ

り、臨界評価上の前提となる事項である

ことから添付書類（臨界）の計算等の方

針で記載する。

・➂個別設備の臨界管理上の機能、性能に

係る仕様であることから、仕様表に記載

する。 

地盤 ①地盤の地耐力（濃） 第３次申請ですでに認可済の内容である

（建物の仕様表で展開すべき事項） 

地震による

損傷の防止 

①事業許可基準規則解釈別記に記載の重要度に応

じた係数（再、Ｍ、濃） 

②耐震分類において考慮するウランの内包量（5 ㎏

U 以上の UＦ6を内包する等）、設計基準を超える条

件として考慮する地震力（１Ｇ）（濃） 

・①規則要求の展開で、施設設計上の共通

的な条件であり、耐震評価上の前提とな

る事項であることから添付書類（耐震）

の計算等の方針で記載する。 

・②施設設計上の共通的な条件であり、個

別設備の機能、性能に係る仕様に該当し

ないことから基本設計方針で記載する

（現状通り）。 

津波 ①施設の位置（標高約 36 m，海岸から約 3 km 離れ

た）（濃） 

・①事業変更許可申請書で津波の影響が

ないことの前提としてすでに確認され

た事項であり、基本設計方針に改めて記

載する事項でないため削除する。

外部衝撃 ①竜巻：積雪深、積雪荷重を考慮する場合の係数、

基準風速、飛来物の運動エネルギ等、外部火災：最

大火線強度、輻射強度、許容温度、危険距離、ガス

爆発の爆風圧、火山：降下火砕物の特性（再、Ｍ） 

②落雷：想定する落雷の規模、接地抵抗値等（再、

濃） 

➂竜巻の最大風速（再、Ｍ、濃）

④航空機：衝撃荷重の条件（航空機の重量等）、破

壊、貫通等の評価式（再） 

・①～➂施設設計上の共通的な条件であ

り、外部衝撃に対する評価上の前提となる

事項であることから添付書類（自然現象

等）の計算等の方針で記載する。 

・④評価の内容そのものであり、添付書類

（自然現象等）の計算等の方針で記載す

る。 

火災 ①3時間耐火に設計上必要な壁厚、熱的制限値（加 ・①個別設備の機能、性能に係る仕様であ
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熱蒸気の最高温度 135℃、焼結炉等での 1800℃）

（再、Ｍ） 

②水素濃度の管理値、蓄電池の筐体厚さ、凍結深度

の条件(GL-60cm) 、火災影響軽減対策に係る条件

（中央監視室の制御盤の 1 時間以上の耐火能力に

係る条件 盤の筐体は 1.5ｍｍ以上の鉄板、系列間

の水平距離に係る条件 6ｍ以上、耐火壁を貫通す

るダクトの 3 時間耐火境界としての条件：厚さ

1.5mm 以上等）（再、Ｍ） 

➂グローブボックス消火装置の消火剤の放出に係

る条件（給気量に対して 95%、消火剤の放出完了時

間 5分）（Ｍ） 

ることから仕様表で記載する。 

・②基本設計方針に示す設備に関係する

条件等であることから、基本設計方針で設

計方針を、添付書類（火災）で具体的な設

計条件等を記載する。 

・➂消火剤量が個別設備の機能、性能に係

る仕様であり、設定した仕様が消火性能を

満足するものであることを設定値根拠で

給気量に対する割合、放出完了時間を用い

て示す。 

溢水 ①想定破損の対象に係る条件（発生応力が許容応力

の 0.4 倍以下等）（再、Ｍ） 

②蒸気遮断弁の遮断時間（隔離信号発信後10秒以内

に自動隔離）（再、Ｍ） 

・①評価の内容そのものであり、添付書類

（溢水）で記載する。 

・②基本設計方針に示す設備に関係する

条件等であることから、基本設計方針で設

計方針を、添付説明書（溢水）で具体的な

設計条件等を記載する。 

 

  なお、事業変更許可申請書に記載している個別施設の処理能力等を示す値については、

今回の第 1 回申請では申請対象設備に含まれていないが、これらについても同様に整

理を行った。 

項目 記載すべき箇所に対する整理の考え方 

再処理工程、加工工程の処理

能力（せん断処理 5.25ｔＵ/

ｄ等） 

生産能力に係る事項であり、安全機能に関連しないため、基本設計

方針で展開する。 

設備等で取り扱う核燃料物質

の性状（ＭＯＸ質量、富化度

等） 

機能、性能に係る仕様ではなく、臨界等の評価の条件にあたること

から添付書類（臨界等）で展開する。 

廃棄施設の廃棄能力 ・気体廃棄物の廃棄施設の排気風量、フィルタの除染性能、液体廃

棄物の廃棄施設の処理能力、固体廃棄物の廃棄施設のガラス溶融

炉の処理能力等については、設備の安全機能に係る機能、性能であ

ることから仕様表で展開する。 

・廃棄施設の廃棄能力のうち、安全に直接関係しないものについ

ては、上述の再処理工程の処理能力と同様に基本設計方針で展開

する。 
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・固体廃棄物の廃棄施設の保管廃棄能力については、技術基準規

則の要求に該当しないこと、直接機能、性能を要求する設備がない

ことから、基本設計方針で展開する。 

貯蔵施設の貯蔵能力 設備の安全機能に係る機能、性能であることから仕様表で展開す

る。 

重大事故等対処施設 ・流量、計測範囲等の機能、性能に係る要求があるものについて

は、仕様表において計測範囲等の機能、性能に係る仕様値とともに

個数を展開する。 

・通信連絡設備等のように設置要求であって仕様表に展開しない

ものについては、設置することなどの設計方針を基本設計方針で

示し、添付書類（通信）等で構成、個数等の詳細を展開する。 

 

以 上 
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